
千
里
第
二
小
学
校
も
の
が
た
り
(

一

)

編
集
部

千
里
山
会
の
母
体
で
あ
る
千
里
第
二
小
学
校
は
、
来
年

創
立
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す。

千
里
山
開
発
物
語
が
咋
年

の
第
十
号
で
完
結
し
た
こ
と
も
あ
り
、
柿
崎
さ
ん
よ
り
編

集
部
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
私
(
萩
原
)
が
そ
の
後
釜
と
し

て
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

夫
々
の
皆
さ
ん
が
過
ご
さ
れ
た
千
二
小
時
代
の
こ
と
、

そ
の
当
時
の
先
生
方
の
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
先
生
方
の

近
況
報
告
等
を
中
心
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
過
去
の
第

一
号
か
ら
第
十
号
ま
で

毎
回
ど
な
た
か
が
既
に
載
せ
て
お
ら
れ
、
相
当
数
に
な
り

ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
は
何
ら
目
新
し
い
企
画
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
タ
イ
ト
ル
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
新
た
な

一
面
や
知
ら
れ
ざ
る
様
々
を
皆
さ
ま
に

ご
披
露
願
い
た
い
と
期
待
す
る
も
の
で
す
。

タ
イ
ト
ル
を
千
里
第
二
小
学
校
と
付
け
て
お
り
ま
す

が、

一
中
は
そ
の
校
域
、

生
徒
が
千
二
小
と
ほ
ぼ
閉
じ
で

す
か
ら
、
内
容
が

一
中
で
あ
っ
て
も
多
く
の
方
に
通
じ
る

は
ず
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
千
中
を
含
め
、
中
学
時
代
の

の
こ
と
で
も
大
い
に
結
構
で
す
。

こ
の
企
画
は
私
が
編
集
部
を
引
き
受
け
た
時
に
、
ま
ず

〔
何
か
数
回
続
け
ら
れ
る
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
な
い
か
?
〕

を
仲
間
に
問
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
級
の
林
裕
三
君
よ
り

〔
先
生
シ
リ
ー
ズ
〕
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
早

速
、
我
が
恩
師
東
谷
睦
子
先
生
に
相
談
し
ま
し
た
。

先
生
の
ご
主
人
は
東
谷
勝
司
先
生
で
、
当
会
誌
第
八
号
に

〔
雪
・
月
・
星
・
花
・
・
・
も
の
が
た
り
〕
を
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
両
先
生
か
ら
参
考
に
使
い
な
さ
い
と

貸
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
千
二
小
の
創
立
三
十
周
年
・

四
十
周
年
・
五
十
周
年
記
念
誌
で
す
。
先
ほ
ど
書
き
ま
し

た
よ
う
に
来
年
が
八
十
周
年
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
記
念
誌

は
三
十
1
五
十
年
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
十
周
年
記
念
誌
(
昭
和
三
十
四
年
十

一
月
)
に
は
当
時

ま
だ
学
生
だ
っ
た
黒
川
高
秀
様
が
卒
業
生
と
し
て
ご
寄

稿
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
昭
和
三
十
年
度
P
T
A

会
長
を
勤
め
ら
れ
た
お
父
様
で
あ
る
黒
川
幸
夫
様
も
〔
回

想
録
〕
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
記
念
誌
の
思
い
出
や

回
想
録
が
書
か
れ
た
当
時
が
、
今
と
な
っ
て
は
遠
い
懐
か

し
い
過
去
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
三
十
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、
当
会
誌
第
三
号
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に
〔
回
想
録

1
三
回
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
六
角
明

子
〕
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
記
念
誌
か
ら
〔
千
二
小
の
あ
ゆ
み
〕
と

歴
代
の
校
長
先
生
の
ご
紹
介
や
お
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い

た
も
の
の
中
か
ら
、
丁
度
、
戦
時
中
の
千
二
小
で
の
生
活

を
書
い
て
い
た
だ
い
た
〔
「
戦
時
中
の
千
里
第
二
小
学
校
」

小
木
曽
文
子
〕
と
〔
「
小
川
東
吾
先
生
」
林
裕
三
〕

を
〔
千
里
第
二
小
学
校
も
の
が
た
り
〕
と
し
て
構
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
谷
勝
司
先
生
に
つ
い
て
は
、
会
誌
第
八
号
に
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
東
谷
睦
子

先
生
に
つ
い
て
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生

は
千
二
小
九
回
生
で
も
あ
り
、
母
校
の
教
壇
に
立
た
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
三
年
間
(
昭
和
二
九
年

1
コ二

年
)
、
担
任
の
先
生

と
し
て
教
え
を
受
け
た
わ
け
で
す
が
、
確
か
当
時
の
千
二

小
で
は
、
女
の
先
生
と
し
て
初
め
て
高
学
年
を
担
当
さ
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
両
先
生
は
ご
健
在
で
、
今
も
千

里
山
西
に
お
住
ま
い
で
す
。

大
正
十
二
年
四
月

を
変
え
る
。

関
西
大
学
の
教
室
を
借
り
、
千
里
山

.住
宅
の
子
ど
も
が
通
う
。

関
西
大
学
か
ら
千
里
山
会
館
や
、
住

宅
の
空
家
に
移
る
。

佐
井
寺
と
千
里
山
住
宅
の
中
間
に

木
造

一
棟
の
校
舎
が
完
成
し
、
四
学

級
で
授
業
を
開
始
。

(
千
里
小
学
校
分
校
)

佐
井
寺
の
全
児
童
、

こ
の
校
舎
へ
移

る
。
「
千
里
第
二
小
学
校
」
と
し
て
独
立
。

十

一
月
に
木
造
北
側
校
舎
と
講
堂

が
完
成
。
こ
こ
に
千
二
小
創
立

二
十
日
第

一
回
卒
業
式
。
卒
業
生

お
名
陸
上
競
技
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、

十
三
年
ご
ろ
は
「
黄
金
時
代
」
。
三

島
地
区
大
会
は
じ
め
各
協
議
大
会

で
い
つ
も
優
勝
し
て
い
た
。

千
二
校
だ
け
で
学
校
給
食
が
行
わ

大
正
十
四
年
四
月

大
正
十
五
年
四
月

昭
和

二
年

昭
和

四
年
四
月

昭
和

五
年
三
月

昭
和

八
年

昭
和
十
二
年

千
二
小
の
あ
ゆ
み

明
治

八
年

明
治
二一

年

明
治
四
二
年

大
正

十
年

大
正
十

一
年

昭
和
十
六
年
頃

昭
和
二
十
年

昭
和
二一

年

昭
和
二
三
年

昭
和
二
四
年

三
島
地
区
第
五
小
学
校
第
四
番
小

学
校
と
い
う
名
で
、
佐
井
寺
村
の
山

田
寺
門
前
に
「
佐
井
寺
小
学
校
」
設

立。男

坊

人

女

鈍

人

先

生
2
人

佐
井
寺
、
片
山
の
村
立
小
学
校
が
合

併
し
て
「
佐
山
小
学
校
」
と
な
る
。

四
一
年
に
義
務
教
育
が
六
年
に
の

び
(
そ
れ
ま
で
は
四
年
)
佐
井
寺
小

学
校
が
狭
く
な
っ
た
の
で
、
片
山
の

「
原
」
に
校
舎
が
で
き
、
佐
井
寺
の

子
ど
も
は
そ
こ
ま
で
通
っ
た
。

北
大
阪
電
鉄
が
十
三
か
ら
千
里
山

ま
で
電
車
線
を
開
通
。
そ
の
年
の
春

大
阪
住
宅
経
営
会
社
が
千
里
山
終

点
の
西
側
の
山
、

一
四
万
坪
を
住
宅

地
と
す
る
。
十
二
年
夏
に
最
初
の
十

四
戸
入
居
。

佐
山
小
学
校
は
千
里
小
学
校
と
名
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れ
た
。
(
戦
争
に
な
っ
て
中
止
)

太
平
洋
戦
争
始
ま
る
。
戦
争
が
激
し

く
な
り
、
昭
和
十
九
年
頃
に
な
る
と

運
動
場
は
ほ
と
ん
ど
い
も
畑
に
な

λω

。
八
月
十
五
日
敗
戦
。
講
堂
は
海
軍
、

運
動
場
側
の
教
室
に
は
陸
軍
の
兵

器
が
入
っ
て
い
た
。

子
ど
も
の
数
が
増
え
た
の
に
、
敗
戦

の
痛
手
で
校
舎
は
増
え
ず
、

二
四
年

頃
ま
で
1
ク
ラ
ス
叩
人
近
く
の
す

し
詰
め
教
室
や
、
二
部
授
業
が
続
け

ら
れ
た
。

P
T
A
が
発
足
。

木
造
校
舎
を
つ
つ
か
え
棒
で
支
え

る
。
秋
に
モ
ル
タ
ル
校
舎
4
教
室
完

成
。
創
立
二
十
周
年
を
祝
い
、
秋
に

一
一日
間
の
文
化
祭
を
開
く
。
こ
の
年

六
年
生
は
修
学
旅
行
の
代
わ
り
に
、

夏
、
琵
琶
湖
へ
日
帰
り
の
水
泳
に
行

/¥。
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昭
和
二
六
年
四
月

昭
和
三
十
年

昭
和
三
二
年
二
月
八
月

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

十
二
月

元
私
立
女
学
校
跡
(
千
里
山
東
二
町

目
)
に
分
校
を
設
置
し
、
二

1
一一一年

生
が
通
う
。
こ
の
年
修
学
旅
行
が
復

活
し
た
が
、
配
給
制
の
た
め
各
自
米

を
持
参
す
る
。

そ
の
頃
1
ク
ラ
ス

ω人
、
本
・
分
校

に
分
か
れ
、
木
造
校
舎
は
古
く
な
り
、

そ
の
上
講
堂
に
白
ア
リ
が
発
生
す

る
な
ど
悪
い
教
育
環
境
条
件
が
重

な
っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
公
団
ア

パ
ー
ト
建
設
の
計
画
が
あ
り
、
校
舎

増
築
、
運
動
場
拡
張
の
大
運
動
を
起

こ
す
た
め
、

P
T
A
を
中
心
に
、
校

区
市
民
も
参
加
し
「
千
二
校
増
改
築

促
進
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
山
崎

薫
会
長
を
中
心
に
市
、
府
、
文
部
省

に
強
力
な
交
渉
が
続
く
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
講
堂
完
成
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
校

舎
第
一
期
(
今
の
校
舎
東
側
で
す
)

日
教
室
完
成
。

四
.月

動
を
P
T
A
、
児
童
会
が
お
こ
す
。

新
館
東
西
二
棟
の
校
舎
完
成
。

千
二
幼
稚
園
新
設
、
新
体
育
館
完

成
ま
で
千
二
小
運
動
場
に
プ
レ

ハ
ブ
園
舎
で
出
発
。

新
体
育
館
完
成
。

今
年
児
童
数
1
、
8
4
0
名
、
過

大
化
解
消
、
新
設
校
早
期
開
校
を

望
ん
で
、

P
T
A
は
九
月
に
署
名

運
動
、

6
、
7
3
0
名
の
署
名
を

得
て
市
に
陳
情
。

(
以
上
、
創
立
五
十
周
年
記
念
誌

上
」
よ
り
転
載
)

「
光
あ
ふ
れ
る
丘
の

昭
和
三
三
年
六
月

昭
和
三
四
年
十
一
月

新
運
動
場
完
成
。

十
五
日
、
創
立
三
十
周
年
記
念
・

校
歌
制
定
。
以
降
こ
の
日
を
創
立

祝
賀
記
念
日
と
す
る
。

プ
ー
ル
完
成
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
校
舎
増

築
(
第
二
期
、
今
の
校
舎
西
側
)

分
校
廃
止
。
久
し
ぶ
り
に
前
項
の

児
童
が
現
在
の
校
舎
に
通
う
。

P
T
A
の
寄
贈
で
、
六
年
各
学
級

に
初
め
て
テ
レ
ビ
を
設
置
。

四
二
年
度
に
千
二
校
児
童
数
は

ー、

8
5
1
人
に
達
し
、
過
大
化

解
消
の
た
め
、
四
三
年
四
月
、
千

里
第
三
小
学
校
を
新
設
、
阪
急
電

車
線
を
境
に
、
西
側
の
地
区
の
児

童
が
わ
か
れ
る
。

言
語
障
害
児
を
対
象
と
し
た
言

語
治
療
教
室
を
設
置
す
る
。

(
玉
三
年
に
北
千
里
小
へ
移
転
)

新
体
育
館
建
設
を
要
求
す
る
運
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昭
和
三
六
年

昭
和
三
九
年

七七
月月

九
月

昭
和
四
一
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

六
月

昭
和
四
七
年

歴
代
の
学
校
長

初

代

北

野

伊

勢

一

S
四
・
四
i

S
五
・
三

二
代

小

寺

治

雄

S
五
・
三
i

S
十
六
・
三

三

代

西

田

慶

太

郎

S
十
六
・
三
i
S
十
九
・
九

四

代

植

田

義

一

S
十
九
・
九

1
5
一
二
・
十
一

五

代

木

岡

翁

吉

S
二
二
・
二

i
s
二
七
・
十

六

代

有

川

清

夫

S
二
七
・
十
i

S
三
四
・
七

七

代

出

水

久

太

郎

S
三
四
・
九

i
s
四
十
・
四

八

代

福

井

勇

S
四
十
・
四

i
s四
四
・
四

九

代

宿

久

克

己

S
四
四
・
四
1

S
五
十
・
三

十

代

西

国

慶

二

S
五
十
・
四
i

S
五
三
・
三

十

一

代

栗

田

稔

S
五
三
・
四

1
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(
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
転
載
次
べ

l
ジ
の
学

校
長
の
写
真
は
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
か
ら
転
載
こ

の
た
め
、
八
代
福
井
校
長
ま
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
会

誌
第
八
号
に
二

O
回
生
久
保
利
也
様
が
手
書
き
で

十
八
代
香
坂
校
長
ま
で
の
歴
代
校
長
の
履
歴
を
載
せ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ダ
ブ
ッ
テ
掲
載
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
写
真
と
の
比
較
の
た
め
敢
え
て
掲
載
し
ま
し
た
。
)



.， 
初代北野伊勢一先生

(昭4.4-5.3)

4代故姐図書草ー先生

(悶19.9 -21. 11) 

代有川清夫先生

(昭27.10-34.7) 

2代故小寺治雄先生

(昭5.3 -16.3) 

7代出水久太郎

(閉34.8 -40. 3) 
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3代西国慶太郎先生

(附16.3 -19.9) 

5代木間翁言i先生

(1lB22. 2 -27.10) 

8代福井 ~ 

(附40.4-44.3)


